









Diasupora no naimen shinri :　Nihongo to Nihon
josei ni mukau jonetsu
特集号タイトル 在外コリアンのディアスポラと国際ネットワーク戦
略







静岡大学 訪伽o舷 θ励 薦勿
1.デ イアスポ ラの 内面風 景
たとえば、一九六〇年代から一九八○年代に韓国で青春 を送った人なら誰
もがもつ思春期の淡い恋の情景がある。高等学校の国語教科書に載っている
皮千得 「因縁」 という作品のことである(第 四次、第五次国定教科書、一九
七五年～一九九〇年)。 最近、「因縁」は 『読み直す国語』(知 識工作所、二
〇〇二年)に も再録 され、韓国人の懐かしい青春時代の原風景にもなりつつ
ある。それは次のような感傷的な話で綴 られている。













緒に暮 らしましょう」と言ったのである。もしも戦争が十年 くらい早 く終わ
り、韓国がそれだけ早 く独立したら 「朝子の言葉のとおり私たちは同じ家で










はたして朝子 と 〈私 〉との結婚は大丈夫だろうか、あるいは 〈私〉と朝子の
結婚生活は日本で日本語でなされるのだろうか、といった疑問を抱 くことも
なかった。



















とくに近年 『GO』 に類似するものが氾濫 しているが、朝鮮人 と日本人の
恋愛や結婚は幻想的または浪漫的なス トーリとして、教科書 ・小説 ・映画 ・
ドラマなどで繰 り返し反復 されてきたテーマである。明治期から繰 り返 して
きたいわゆる内鮮恋愛と内鮮結婚の歴史的なテーマであるが、そこにはいつ
も日本語が介在 し、その方向は必ずといっていいほど日本側に収斂 していく。
内鮮恋愛 ・内鮮結婚(戦 後では日韓 ・日朝国際結婚)に よって日韓の男女が
結ばれ、それが 「因縁」や 『GO』 に見るように、終局的には朝鮮を離れて





以下本論では、日本女性 と日本語への欲望を通 して朝鮮人が日本化 してい
くディアスポラの内面心理を浮き彫 りにするため、内鮮恋愛や内鮮結婚に注
目する。
































つく。こうした日本女性(日 本男性)へ の傾斜 を描いた文学言説はその数が
実に多い。以下、内鮮恋愛や内鮮結婚の問題が扱われた作品を挙げていく。
(～一 九 四 五 年 ま で)
李孝 石 「薊 の 章 」(日 本 語 、 一 九 四一)、 階 戸 義 雄 「鉄 格 子 の 中 に」(日 本
語 、 一 九 四一)、 林 和 「雨傘 の 中 の横 浜 埠 頭 」(朝 鮮 語 、 一 九 二 九 年)、 与 謝
野 鉄 幹 「観 戦 詩 人 」(日 本 語 、一 九 〇 四年)、 与 謝 野 鉄 幹 「東 西 南 北 」(日 本
語 、一 八 九六)、 半 井 桃 水 「朝 鮮 釜 山戯 話 」(日 本 語 、 一 八 八 一 年)、 半 井 桃
水 「胡 砂 吹 く風 」(日 本 語 、 一 八 九 一 年)、 服 部 徹 「小 説 東 学 党 」(日 本 語 、
一 八 九 四年)
、 李 人 稙 「貧 鮮 郎 の 日美 人」(朝 鮮 語 、 一 九 一 二 年)、 湯 浅 克 衛
「棗 」(日 本 語 、一 九 三 七年)、 湯 浅克 衛 「カ ンナニ 」(日 本 語 、一 九 三 五 年)、
葵 イ ツ子 「相 違 の 日」(日 本 語 、一 九 二六 年)、 鄭 人 沢 「殻 」(日 本 語 、 一 九
四 二 年)、 尹 白南 「口 笛」(日 本 語 、一 九三 二 年)、 廉想 渉 「南 忠 緒 」(朝 鮮 語 、
一 九 二 七 年)
、 李 光 洙 「かれ らの恋 」(日 本 語 、 一 九 四 一 年)、 李 光 洙 「少 女
の 告 白 」(日 本語 、一 九 四 四年)、 金 聖 瑕 「緑 旗連 盟 」(日 本 語 、一 九 四 〇年)、
金 聖 王民 「天 上 物 語 」(日 本 語 、一 九 四 一 年)、 金 聖 眠 「恵 蓮 物 語 」(日 本 語 、
一 九 四 一 年)
、金 聖 班 「楓 の挿 話 」(日 本 語 、一 九 四 〇年)、 島 村 利 正 「高 麗
人 」(日 本 語 、 一 九 四 一 年)、 飯 島 正 ・日夏 英 太 郎 「君 と僕 」(日 本 語 、 一 九
四 一 年)、 蔡 萬 植 「女 人 戦 紀 」(朝 鮮 語 、 一 九 四五 年)、 石 川 達 三 「鳳 青 華 」
(日本 語 、一 九三 八年)、 李 光 洙 「血 書 」(朝 鮮 語 、一 九 二 四年)、 韓 雪 野 「影 」
(日本 語 、一 九 四 二 年)、 韓 雪 野 「血 」(日 本 語 、一 九 四 二 年)、 青 木 洪 「妻 の
故 郷 」(日 本 語 、一 九 四二 年)、 鄭 人沢 「扶 桑 館 の春 」(日 本 語 、一 九 四一 年)、
趙 容 萬 「森 君 夫 婦 と僕 と」(日 本 語 、一 九 四 二 年)、 金 史 良 「光 の 中 に」(日
本 語 、 一 九 三 九年)、 金 史 良 「光 冥 」(日 本 語 、一 九 四二 年)、 金 士 永 「兄 弟」
(日 本 語 、 一 九 四 二 年)、 林 庸 均 「春 の 嵐 」(日 本 語 、 一 九 四 二 年)崔 貞 熙
「野 菊 抄 」(日 本 語 、 一 九 四二 年)、 久 保 田進 男 「連 絡 船 」(日 本 語 、一 九 四二
年)、 廉想 渉 「万歳 前 」(朝 鮮 語 、一 九 二 四年)、 張 赫 宙 「憂 愁 人 生 」(日 本 語 、
一 九 三 七 年)
、 張 赫 宙 「雰 囲気 」(日 本 語 、一 九 三 八 年)、 張 赫 宙 「美 しき結
婚 」(一 九 三 九 年)、 牧 洋 「血 縁 」(日 本 語 、 一 九 四 三 年)、 趙 一 済 「長 恨 夢 」
(朝 鮮 語 、一 九 一 三 年)、 李 孝 石 「銀 の 鱒 」(朝 鮮 語 、一 九 三 九)、 呉 本 篤 彦
「虧 月 」(日 本 語 、 一 九 四 四 年)、 李 燦 「歳 月 」(朝 鮮 語 、 一 九 四三 年)、 金 龍
済 「東 京 恋 愛 」(朝 鮮 語 、一 九三 七 年)、 白信 愛 「混 冥 か ら」(朝 鮮 語 、 一 九
三 九 年)、 兪 鎭 午 「秋 」(朝 鮮 語 、一 九 三 九 年)、 安 東 緑 江 「母 を 呼 ぶ 梵 鐘 」
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(日 本 語 、一 九 二 八 年)、 李 孝 石 「緑 の 塔 」(日 本 語 、 一 九 四 〇 年)、 高 東 馬





本人の父親(山 田半兵衛、彼自身 も日韓混血児である)と 朝鮮人の母親に生
まれた山田少年が、暴力的な父を肯定 し、愛情 を感 じながらも朝鮮人母の存
在 を否定 している。つ まり日本人への限 りない追随と朝鮮人への限りない軽
蔑を見せている。同じく金史良 「光冥」(一 九四一年)で は朝鮮人男性と日
本人女性の問に生まれた娘が朝鮮のことを軽蔑 して朝鮮人女中を散々虐め
る。湯浅克衛 「棗」(一 九三七年)の 金太郎(混 血児)は 自分を捨てた母に
淡い愛情 を感 じ、彼自身は養子縁組により日本籍を得ている。さらに張赫宙
「憂愁人生」(一 九三七年)の 〈私〉は、朝鮮人父親とその同僚に 「異様な体
臭 も顔 も音声にも毛嫌ひを感 じ」たりする。同じく張赫宙 「雰囲気」(一 九
三八年)の 女主人公鈴与は 「朝鮮人嫌ひ」で、朝鮮人の 「自分の父 もとても
憎んで」いるという。このように、内鮮結婚によって生 まれた二世(混 血児)
はほとんどの場合に日本へ傾斜 していき、その反動として朝鮮的なものを軽


















日本語を話し、朝鮮服 より日本の着物 を着て、娘 として生 まれながら
































李奎澤は、妻(恵 蓮)を こよなく愛 していたが、妻は教育を受けておらず 日
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心暗鬼 し、事情を知らない樟子は恵蓮を恋敵 と嫉妬 し、たくらんで彼女を堕
落 させる。自棄になった恵蓮の行為がさらに夫を刺激 し、二人はついに別れ
ることになる。そして話は現時点に戻 り、樟子は 〈私〉にこうした自分の恋











「しか し、 ボ ー イ は何 とみ るだ ら う。」
「愛 の逃 避 行 。」
「さ さや くや うに いつ た」
「い や 、 さ う はみ ま い 。 お前 は れつ き と した貴 婦 人 だ か ら一俺 は 、 さ
うす る と、 内地 人 だ とい ふ こ と に しよ う。」
「ぢ や 、 あ た く し も。 」
「お 前 は 、駄 目 だ 。 お前 は 、服 装 もい い し、 朝鮮 人 だ とい つ た方 が か
へ つ て 格 がつ く。 それ で 、二 人 一 しょに行 け ば 内鮮 一 体 だ。」
「名 前 は、 」
「た か らべ け い の す け 。」
「タ カ ラベ ケ イ ス ケ?」





鬱屈 した欲望が存在 しているといえる。同様の心情 は金聖眠 「天上物語」
にも一貫 して見 られる。
『緑旗』に連載 された 「天上物語」(一 九四一年)は 、字の読めない朝鮮人










に刺激 しあい、彼女 に対する 〈私〉の恋情はますます募る。それがこうじて













3.日 本 語へ の欲 望






















普通学校卒の 〈私〉は、『キ ング』 と 『少年倶楽部』を読み、将来的には
日本人女性と結婚し、子供は日本人学校に通わせたいと思う。日本語 と日本
女性へ向かう情熱であるが、〈私 〉が日本語に傾斜する理由の一つが、朝鮮












「な か な か 、軍 服 が よ く似 合 ふ よ 。軍 隊 は面 白い か。」
明 哲 は 、 兄 の 押 しつ けて くる や うな朝 鮮 語 に、 す こ し 当惑 した 顔 を
して 、
「兄 さん 、 す み ませ んが 一 つ 、 内 地 語 で 話 して くれ ませ ん か。」
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南 富 鎭NAMBu-jin
と言 つ た 。
明 樺 は 、不 思 議 な顔 を して 、
「お前 は 、朝 鮮 語 が わ か ら ない の か 。」
「で す が 、 こ こ は連 隊 の な か で す か ら。 」
「連 隊 の な かで は、朝 鮮語 を話 して は い か んの か 。」
明哲 は、 兄 の顔 を ち よつ とみ て 、黙 つ た 。
「お前 の 方 で 、 朝 鮮 語 を話 す の が礼 儀 だ と俺 は お もふ ん だ が。 そ
れ に、俺 は ど うも、 日本 語 は うま く話 せ ん よ。」
「 」
「しか し、 お前 も も う 、朝 鮮 語 は わ か らな くな つ て きた ら うか ら、誰




「お前 も朝 鮮 語 を忘 れ るや うに なつ たの で は、 そ ろ そ ろ一 人前 に ち か
い よ 。 その 上 、 内地 人 の細 君 で も貰 へ ば、 も う立 派 な もん だ 。」
明 哲 は い く分 反 抗 的 に 、 さ う しよ う と考 へ て ゐ ます 、 と言 つ た。
「さ う した がい い 、 さ う した が い い 。」
明 樺 は笑 ひ なが ら、
「さ う した ら、 今 度 は 、 名 前 もつ いで に かへ るの だ な 。 部 下 を指 揮 す
るの に も 、 そ の方 が 張 合 が あ る だ ら う。 南 明 哲 が指 揮 す るの で は 、 指













デ ィアスポ ラの 内面 心理
奎 澤 は ミソ ノへ 来 る と必 ず一 度 は恵 蓮 を呼 んで 言 葉 を試 み た 。
「内 地 語 は むつ か しい とお もひ ます か 。」
「い い え、 そ ん な に むつ か しい と はお もひ ませ ん 。」
「お 友 達 の な か で は誰 が一 番 お 好 きで す か 。」
「虹 子 ね え さん が一 番 お 好 きで す 。」
「い や 、 好 きで す 。」
「は い 、 好 きで す 。」
「朝 は何 時 に起 き ます か 。」
「ジ ュ ウジ に お き ます 。」
「ね む た くあ りませ ん か 。」
「イ イ エ 。」
「た べ もの は 、何 が一 番 お 好 きで す か 。」
「ラ イ ス カ レ ー が一 番:お好 きで す 。」
「い や 。 」
「は い 、好 きで す 。」
「さ う。 で は 、今 度 は ア ク セ ン トの 練 習 を しませ うね 。 ア ク セ ン



























インテリに設定 され、〈私〉と妻 との毎日の会話 は 「国語で行はれてゐる」




















二人は昇殿 を許 された。龍は心の 目を閉 じて何 も考えまいとした。
それは真珠の声がその心にひびいて来そうだったからである。奥のほ
うに御簾が垂れ、神官はそちらへ向いて拝礼とかしわ手をくりかえし



























新植民地主義を形成 し、新たなディアスポラの内面心理 を創出し、強化 して





















日本 と韓国 ・朝鮮の間には戦前から内鮮結婚 ・内鮮恋愛の言説 が多い。それは日韓の
国際結婚 とい う形で戦後 の今 日まで続いている。朝鮮 人と日本人 との恋愛 と結婚 は、幻
想 的また は浪漫 的なス トーリとして教科書 ・小説 ・映画 ・ドラマなどで繰 り返 し反復さ
れてきた歴史的なテーマであ る。そして内鮮恋愛 と内鮮結婚の問題 には、いつも日本語
が介在 し、その方向は必ず といっていいほ ど日本側に収赦 してい く。内鮮恋愛 ・内鮮結
婚 によって 日本語が確保 され、終局的 には朝鮮人が 日本側 に接近 してい くデ ィアスポラ
の内面心理を胚胎するのである。そ して こうしたデ ィアスポラの内面構造は、 日韓の間
だけではなく、帝国と植民地における普遍的な現象で もある。
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